
第１学年の結果と考察                       調査人員 61,340人 

 

 

 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ                                       Ｂ  C1 

           C2  C3 

１ 

(１) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

(２) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

(３) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

(４) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

２ 

Ａ C1 C2 C3  

正答 ６－９ たし算の式 
左記以外の 

誤答・無答 

３ 

Ａ Ｂ Ｃ  

完答 
42と52のみ 

正答 
左記以外の 
誤答・無答 

 

１ ［１位数＋１位数＝１・２位数］や［１・２位数－１位数＝１位数］の計算ができるかをみる問題である。繰り上

がり・繰り下がりの有無にかかわらず、高い正答率である。具体物を用いて「計算の意味を理解し、計算の仕方を考

え、習熟する」という一連の活動を重視していきたい。 

 

２ 減法の立式が正しくできるかをみる問題である。誤答のうち、加 

法の式とした児童が増加しており問題を読んで正しく演算決定がで 

きていないことが分かる。「女の子は男の子より何人多いか」とい 

うことから、この問題が求差の場面であることをしっかり理解させ 

たい。ただし、求差の場面を図に表すと６と９のどちらの数も見え 

ることになるので、両方たしてしまうことも考えられる。「なん人 

おおい」という表現も、加法を連想させたと考えられる。指導の際 

には、問題を図に表し、どの部分を求めているのかを図と対応させていくことが重要である。 

 

３  数の規則性に着目して、正しく数系列を構成することができるかをみる問題である。３つの□のうち、右の２つは

正答で、左端だけあてはまる数を書けなかった誤答は５％と変わらなかった。数系列の指導では、左から右に数の変

わり方を見ていくと「10ずつ増えている」や「一の位の数は変わっていないが、十の位の数が１ずつ増えている」

などのきまりに気付くことができるようにしていきたい。また、左から右に見るだけでなく、右から左に数を見る見

方も養いたい。その際、数と数の間がいくつ違うか書き込むことや、「２跳びの数」「５跳びの数」等の指導の際に

も逆に跳ぶ（累減する）方向への数の見方を指導することも有効である。 
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問題 
評価基準及び割合（％）Ａ                                       Ｂ  C1 

           C2  C3 

４ 

Ａ C1 C2 C3  

正答 
被減数が 

13の式 

減数が 

７の式 

左記以外の 

誤答・無答 

５ 

Ａ Ｂ Ｃ  

完答 １問正答 
左記以外の 

誤答・無答 

６ 

Ａ C1 C2 C3  

正答 ① ③ 
左記以外の 

誤答・無答 

７ 

Ａ C1 C2 C3  

正答 ① ③ 
左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年から下りてきた問題、※：問題の一部を変更して実施した問題】 

４  カードの並び方の規則性に着目して、正しい式を考えることができるかをみる問題である。計算カードを使った活動では、計算

の習熟を図るだけなく、規則性に着目するなどの算数的活動を通した指導の工夫を充実していきたい。指導に当たっては、被減数

（減数）が同じカードを集め、それらを順序よく並べることを通して、減数（被減数）と答えの変わり方にどんなきまりがあるか

見付ける算数的活動、同じ答えになるカードを探し、それらを順序よく並べることを通して、被減数と減数の変わり方にきまりが

あることを見付けさせたり、不足しているカードはないかを考えさせたりする算数的活動等が考えられる。これらの活動を通して

関数の見方・考え方の素地を養っていきたい。 

５ 答えが９になる減法をつくることができるかをみる問題である。１の(4)の繰り下がりのある減法の正答率が94％であることか

ら、計算技能は習得できている。今後も数の合成・分解をする活動を通して、一つの数を他の数の和や差でみる経験をさせ、数を

多面的にみる力を伸ばしていきたい。例えば、答えが９となる減法の式を計算カードから選び、それらを順序よく並べていくこと

で、被減数と減数が同じ数ずつ増えても減っても答えは同じになることに気付かせるなど、ひき算カードを用いた指導での発見と

関連付けながら関数の考えの素地となる指導も積極的に取り入れていきたい。 

６ 式を読み、具体的な問題場面と結び付けることができるかをみる問題である。①を選んだ児童は、絵だけをたよりにして間違っ

て立式しているか、問題文から適切に問題場面を捉えられていないことが考えられる。③を選んだ児童は、問題文の数値だけをた

よりに立式していることが考えられる。それ以外の誤答・無答の児童が増えたことからも、式から問題作りをしたり、式を図や絵

で表したりして、低学年から場面と式を関連付ける活動を積極的に取り入れ、式を読むことの素地を養うことが大切である。 

７ ものの個数を比べるときに、整理して表すことができるかをみる問題である。きれいに並べると比べやすくなることは分かって

いるものの、種類ごとに分けなければ一目で数を比べることができないことに気付いていないと考えられる。いくつか混ざってい

るものの個数を比べるときには、同じ種類に分類し、それを端をそろえて並べ整理して表すことで、一目で簡単に比べることがで

きる。実際に活動を行い、経験を通して身に付けられるようにすることが重要である。例えば、色付きのおはじきを色ごとに分類

し、端をそろえてきれいに並べ、「どれが一番多いか」「どれが一番少ないか」や「赤と青ではどちらがどれだけ多いか」など考

えさせる活動を取り入れ、分類整理の基礎的な力を付けていきたい。 
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第２学年の結果と考察                       調査人数 54、865人 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           C1     C2     C3 

１ 

(１) 

Ａ C1 C2  

正答 134 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 44 46 
左記以外の 

誤答・無答 

２ 

(１) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

(２) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

(３) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

 

１ 加法も減法も前回と正答率は横ばいである。ある数が10集まったら繰り上がり、その数も10集まると繰り

上がるといった数の基本的な仕組みを押える必要がある。この十進位取り記数法の理解を、ブロックや図を用

いて視覚的に捉えたり、操作を通した学習を組み合わせたりすることで、体験的に量を数でとらえさせ十進位

取り記数法へとつなげる。そうすることで筆算を用いて数を形式的に処理ができるようになると考えられる。 

筆算のアルゴリズムと共に、計算の原理ともいえる繰り上がりや繰り下がりの意味理解が深まり、活用する

ことができるようにしたい。また、答えが出た後にたしかめ算を用いて答えが正しいものになっているか確認

する習慣を付けることも大切である。 

 

２ ３問とも正答率は、例年通り90％を超えている。かけ算九九が定着していると言える。４の段なら、４ずつ

増えていくというかけ算九九の仕組みを理解し、「×11」などの乗数が九九適用外の数になったときも場合で

も自ら答えをつくり出せる児童を育てていきたい。そのためには、暗唱ばかりでなく、○の段は○ずつ増える

という仕組みについてアレイ図等を用いて確実に理解させることが大切である。また乗法九九の表を構成した

り観察したりして九九における計算の性質やきまりを見付けるなどして九九に親しませる活動にも取り組ませ

たい。 
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問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           C1     C2     C3 

３ 
(１) 

(２) 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 
(１)のみ 

正答 

(２)のみ 

正答 

左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年から下りてきた問題、※：問題の一部を変更して実施した問題】 

 

 

 

３ 乗数、被乗数の関係を考えて立式できるかをみる問題である。正答率は51％と前回よりも３ポイント下がっ

ている。また、27％の児童は問題文に合った図を選ぶことができ、７％の児童は問題文から立式することがで

きている。 

かけ算の立式の指導においては、問題場面を絵や図、具体物に表す活動を通して、「一つ分」と「いくつ分」

に当たる数はどれかを視覚的に捉えたり、絵や図から「一つ分」「いくつ分」を捉えたりすることが大切である。

そのため、立式の場面で 

 

① 問題場面を絵や図に表す活動 

② 絵や図を式に表す活動 

③ 式から問題場面を読み取る活動 

 

に教師が意図的に取り組ませるようにする。 

図や式の関連付けを行うことで立式の根拠を 

明確にさせ、かけ算の式の意味理解を深めていくとともに、 

記号「×」の簡潔さや明瞭さを味わわせる。 

 

 

 

②  

③  

①  

問題場面 

式 図（絵） 

※ 
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問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           Ｃ     

４ 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 
(１)(２) 

のみ正答 

(１)のみ 

正答 

左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年から下りてきた問題、※：問題の一部を変更して実施した問題】 

★ Ｈ２６年度の大問４と５は集計用紙に間違いがあったため、集計数値において誤差が考えられます。 

 

 

４ ある数を、十を単位としてみたり、百を単位としてみたりするなど、数の相対的な大きさが分かるかをみる

問題である。完答は51％と、前回の調査よりも３ポイント下がっている。ある数を、1000のいくつ分、100の

いくつ分とみることはできても、1000と 100と 10を関連させて、それぞれのいくつ分と考える力が不十分で

ある。単元を通して、数の大きさを、1000、100、10 の数カードや模擬貨幣などを用いて表したり、複数の単

位を用いて表したりする活動を取り入れることで、数を相対的にみる力を養う必要がある。 

 

＜ 数を相対的にとらえ、十進位取り記数法につなげる数カードの指導 ＞ 
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 100 

 

百のかたまり 十のかたまり 一（ばら） 

100 

100 

10 

10 

10 

ブ
ロ
ッ
ク 

数
カ
ー
ド 

単元の導入で用い

たブロックは量(大

きさ)を認識させる

よさがある。 

① 10や100という 

単位数を認識させ 

る数カードで置き 

換える。 

② 次の段階とし 

て、数カードの枚 

数に視点をあてさ 

せ、十進位取り記 

数法につなげてい 

く。 

☆ 十進位取り記数 

法で表された各位 

の「数」の意味を 

丁寧に押さえるこ 

とで、数を相対的 

に見る力が高ま 

る。 ○○ ○○○  

100は10が10こに

置き換えできる 

10 は１が 10 こに置

き換えできる 

数カードで数量の大きさを

可視化することで，対象の数を

1,10,100 といった任意単位と

する数に置き換えしやすくな

り，相対的な大きさの理解が深

まる。 

230は・・・ 

①100が２こ，10が 

３こ 

②10が２３こ 

③１が230こ 

※ 

百の位 十の位 一の位 

２ ３ ０ 

十
進
位
取
り
記
数
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問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           Ｃ     

５ 

Ａ Ｂ Ｃ  

完答 １問正答 
左記以外の 

誤答・無答 

６ 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 
(１)のみ 

正答 

(２)のみ 

正答 

左記以外の 

誤答・無答 

 

５ 乗法を用い、工夫して数量を求めることができるかをみる問題である。正答率は、前回からは６ポイント下

がっている。一通りの式が立てられた児童は13％おり、完答と合わせると、81％の児童は何らかの形で乗法の

考えを用いて解決できたと言える。一方で、無答等の解答への対処の仕方は、次の２点が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

② 乗法の式を「言葉の式」や「文章」でも押えさせる。 

例 ）  ５   ×  ７   ＝ ３５ 

  （一つ分の量）×（いくつ分）＝（個数） 「１袋に５個ずつ入ったみかんの７袋分」 

 

６ 加法と減法の相互関係を理解し、テープ図や式を用いて解決ができるかをみる問題である。完答は 78%であ

る。テープ図に数値を入れることはできるが、立式できない児童が11％おり、これらの児童は、テープ図の意

味を理解できていないことが分かる。 

  第１学年で学習したブロック操作と○を用いた図の指導が、第２学年のテープ図の指導へと発展してくると

共に、第３学年以降では線分図、数直線の学習へと発展していく重要な内容である。しかし、テープ図の意味

がなかなか理解できない児童も見られる。そのため、次のような丁寧な指導が有効であると考える（下図参照）。

まず、問題場面を○などに表したもの（①）とテープ図を関連付けたり（②）、テープ図に数値を書き込む活動

に取り組ませたりすることで、テープ図への理解を深めさせる。次に、児童が問題場面をテープ図に表す活動

に取り組ませること（③）で、テープ図を活用できる力を身に付けさせる。 

  また、問題場面をテープ図に表す、テープ図から式を立てるといった活動に加え、式からテープ図に表した

り、テープ図から問題を作ったりする活動（④）を取り入れることも重要である。 

 

① 乗法の指導時には、式と図を常に関連付けて考えさせる。→ 式の意味を図を用いて考えることができる。 

 

例１）  ○ ○ ○ ○ 

     ○ ○ ○ ○   式 ３×４＝１２     

     ○ ○ ○ ○ 
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例２）  ○ ○ ○ ○ 

     ○ ○ ○ ○   式 ２×６＝１２     

     ○ ○ ○ ○ 



２７ 

× ４９ 

２４３ ← ２７×９ 

１０８  ← ２７×４０ 

１３２３ 

第３学年の結果と考察                        調査人員63,484人 

  
 

問題 評価基準及び割合（％）Ａ     C1     C2 

１ 

(１) 

Ａ C1 C2  

正答 792 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2  

正答 ４あまり１ 
左記以外の 
誤答・無答 

(３) 

Ａ C1 C2  

正答 5.4 
左記以外の 

誤答・無答 

(４) 

Ａ C1 C2  

正答  
左記以外の 

誤答・無答 

２ 

(１) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

(２) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年から下りてきた問題、※：問題の一部を変更して実施した問題】 

 

１ (1)は、２位数×２位数の計算ができるか、(2)は、九九一回適用の、あまりのある除法の計算ができるか、

(3)は、位をそろえて小数－整数の計算ができるか、(4)は、同分母分数の加法の計算ができるかをみる問題で

ある。正答率はそれぞれ(1)が 75％、(2)が 74％、(3)が 71％、(4)が 93％で、前回よりやや下がっている。そ

れぞれが第３学年で学習する基本的な計算技能なので、計算の仕方を習熟させることも重要だが、どうしてそ

のような計算をするのかを考え方と結び付けて指導する必要がある。特に(3)では、位を間違えた誤答が多い。

これは小数第一位から４を引いてしまったことが原因として考えられる。技能的な側面のみ重視した指導をし

てしまうと、例えば５－４＝１とみることで、整数に見積もって考えるよさを活用できない。整数と小数が混

合している計算では、「４→4.0」のように小数点を打ち、位に着目しそろえて計算しなければならないことを

意識させ、位を正しくそろえて計算する意味や必要性を児童にしっかりと理解させたい。         

 

２ 乗法の筆算の仕組みが分かるかどうかをみる問題である。正答率は、(1)

が85％、(2)が76％で、×40の正答率の方が低い。誤答の原因は、位取りや

数の意味や大きさを意識しないで形式的に筆算の仕方を覚えていることが考

えられる。筆算の指導では、筆算の仕方を単に形式的に教えるのではなく、

各位の数値の意味と関連させながら、数の大きさを意識して部分積を捉えて

正しい位に書くよう指導することが大切である。また、学習の途中やまとめ

の段階で筆算を練習するときにも、部分積が表す数の大きさを問い、それを児童が説明するという場面を意図

的に設けることで、理解の定着を図ることが重要である。             
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問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           C1     C2     C3 

３ 

(１) 

Ａ C1 C2 Ｃ3  

正答 1000 10 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2  

正答 ０ 
左記以外の 

誤答・無答 

(３) 

Ａ Ｃ  

正答 
左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年から下りてきた問題、※：問題の一部を変更して実施した問題】 

 

３ (1)は、整数をある数のいくつ分とみることができるかをみる問題である。正答率は65％であり、1000また

は10とした誤答は、27％であった。これは、数を相対的にみる力が不十分であることが原因と考えられる。 

児童の特性に応じて、模擬紙幣を用い「一万円は千円札が10枚」という体験だけでなく、「百円玉で両替す

ると100個になる」「十円玉で両替するとどうなるか」などと考える活動をさせることで、10000や100といっ

た任意単位の量の関係をとらえやすくなり「整数をある数のいくつ分とみる見方」を身に付けていけると考え

る。しかし、2年の「数を相対的に見る」学習の発展であり，十進位取り記数法との結び付きを忘れてはなら

ない（※２年生の結果と考察の□4 参照）。量でとらえて考え，十進位取り記数法と結び付けてまとめることが

大切である。 

 (2)は、結合法則を活用し、〔２位数×何十〕の計算方法を式で表現できるかをみる問題である。正答率は

71％であり、０とした誤答は12％であった。10倍するとき、被乗数の右に０を１つ付けることの意味を理解さ

せることが大切である。また、４×10＝40という見方だけでなく、40は４の10倍という見方や40＝４×10

と式で表す力を育てておきたい。(3)は、整数を小数のいくつ分とみることができるかをみる問題である。正答

率は、84％であった。(1)と同様に、数の相対的な見方を育てるためには、十進位取り記数法のきまりを十分に

理解させた上で、それが小数にも適用できることを捉えさせることが大切である。そのために下記のような数

直線に表された小数を読む活動を丁寧に行い、数の関係を視覚的にも捉えられるようにさせたい。その中で、

３は3.0とみることができ、0.1が30個あるという数の感覚も豊かにしていきたい。  

 

0             1             2              3  

                                  

 

    0.1     

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

65

67

68

17

16

13

10

9

10

8

8

9

平成2 6年度

平成2 4年度

平成2 2年度

71

73

72

12

10

9

17

17

19

平成2 6年度

平成2 4年度

平成2 2年度

84

83

81

16

17

19

平成2 6年度

平成2 4年度

平成2 2年度

※ 



 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           C1     C2     C3 

４ 

(１) 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 ○いのみ ○えのみ 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 ○あのみ ○おのみ 
左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年から下りてきた問題、※：問題の一部を変更して実施した問題】 

 

４ 乗法・除法が用いられる場面が分かるかどうかを見る問題から、二つの課題が明らかになった。一つ目の課

題は、(1)の乗法の正答率は44％、(2)の除法の正答率は37％であることから、問題場面を式に表すことを苦手

とする児童が多いことである。 

二つ目の課題は、(2)で○あのみと回答する児童が22％もいることから、ある数が基にする大きさの何倍かを

もとめるためには除法が用いられることを理解できていない児童が多いことである。 

以上の二つの課題を解決するために、「問題場面を図に表す指導」「何倍かを求めることはいくつ分であるか

を求めることと同じであることに気付かせる指導」の初期指導について以下に○おの問題を例に扱いながら説明

する。 

Ｔ「問題では何を聞かれていますか。」 

Ｃ「白い花は、赤い花の何倍かです。」 

Ｔ「赤い花と白い花の数をテープ図に表してみましょう。」 

Ｔ「テープ図に書いてあることから、聞かれている事を確認しましょう。」 

Ｃ「白いテープは、赤いテープがいくつ分あるかです。」 

Ｔ「式はどうなりますか。」 

Ｃ「いくつ分かを考えればよいのでわり算です。」 

Ｃ「42÷６＝７ 答えは７倍です。」 

Ｔ「７倍を、このテープ図に書き表してみましょう。」 

Ｃ「倍という言葉が文章にあっても、わり算を使って答えを 

求めることがあるんだなあ。」 

Ｔ「問題場面を図に表すことが大切なんですね。」 

 

 問題場面をテープ図に表すことで、「何倍か」を求めることが、包含徐の「いくつ分か」を求めることと同じ

であることに気付きやすくなり、除法を用いればよいことを理解することができる。また、立式をする活動で

は、なぜその式になったのか、出てきた答えは図のどの部分に書き表せるか、といった話し合いの中で図を用

いることで、言葉と図と式を関連付けて考えられる力を育てていく。 

除法の問題場面に限らず、場面を正しくイメージするために、文章から読み取ったことを図に表し、演算決

定ができるように繰り返し指導をしていくことが大切である。そのために、乗法や除法の場面の問題を同時に

扱ったり、加法や減法の場面を加え同時に学習したりする機会を設定し、それぞれの問題場面を図に表し、  

確実に式に表す力を身に付けさせていく。 
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問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           C1     C2     C3 

５ 

Ａ B1 B2 Ｃ  

正答 ○あ  ○え  
左記以外の 

誤答・無答 

 

５ 文意を読み取って、正確に立式することができるかどうかをみる問題である。正答率は63％であった。 

誤答だった児童の内容から指導上の課題を推察すると、①立式と求答を急ぐあまり、数量の関係を考えさせ

る場面が少なく、□を用いて考えたり、立式したりするよさを考えさせたり、触れさせたりする機会が少ない

こと、②□を使った式を立式する前に、問題文(お話)の中に出てくる数量のうち、何が分かっていて何が分か

らないのかを十分に読み取り、「□は○○の数」と明確にせずに進めていると考えられる。 

①と②のような課題を解決していくために、□を用いる必要性やよさを感じさせる指導について、改善の手

立てを考えていきたい。 

まず、1 年生で加減法を導入する段階から、単純にキーワードから演算を決定して答えを出すことを教える

のではなく、問題(お話)の内容を時系列に沿って読み取り、数量の変化を考えさせることが大切である。 

次に、問題(お話)の数量の変化にそって式に表して考えるという視点をもたせたい。同時に、立式を経て計

算ができたなら ３＋４ →３＋４＝７ と計算の結果を確実に書かせ、問題(お話)の数量の変化と結び付け

て確かめていく。 

2年生から□を導入する。□を用いることで、「今はわからない数」を□で表すことができ、問題（お話）に

沿って立式できるよさを丁寧に指導し、未知数である□の意味を理解させたい。例えば、逆思考の問題などを

立式した際に，４＋３＝□、４＋□＝７、□＋３＝７ という３つの式を比較することで、何を求める問題な

のかをはっきりさせたり、問題の数量の変化の流れをはっきりさせたりすることができる。 

数量の変化や関係を考えさせる問題において、「わかっていること」と「今はわからないこと」を丁寧に児

童とやり取りをしながら読み取り、問題を言葉の式に表す過程も重要である。本問題をもとに考えると、言葉

の式にした場合、「はじめにあったクッキー÷３枚ずつ分けた＝６人に分けられた」「はじめの数÷３枚＝６人」

などと、児童によってさまざまな式を考えるはずである。この言葉の式のうち「わかっている数量」を数に置

き換え、「今はわからない数量」を□に置き換えさせていく。□を使った式にすると、「□÷３＝６」と、すっ

きりとした形になり、□を数としてとらえ、未知数を□として表してよいと児童に感じとらせることができる。

□を用いた式と言葉の式、さらに問題文を結び付けて考えさせたり、確かめさせたりすることも大切である。 

次に、図を使った指導について考えてみたい。問題文を正確に図に表わすと２つの数量の対応関係がすぐに

わかるようになる。３年生は、児童によってテープ図はかけるが、数直線図はかけないという児童もいるかも

しれない。しかし、最初は見本を見せるだけでもよい。自分で図に表そうとする意欲を高め、図に表わされた

ものを友達と読み合ったり、自分で説明したりする活動を繰り返し行いたい。そうすることで、図のよさに気

付かせ、図に表わして演算決定するよさを理解し、正しく立式できる児童を育てていきたい。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

63

65

62

17

16

16

6

6

7

14

13

15

平成2 6年度

平成2 4年度

平成2 2年度



計算の順序 
①左から順に計算する。 
②（ ）があるときは、（ ）の中 
を先に計算する。 

☆加法・減法・乗法・除法が混 
ざっているときには， 

③乗法・除法を先に計算する。 
④次に加法・減法を計算する。 

第４学年の結果と考察                        調査人数 64,871人 

 

  

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ      

           C1     C2     C3 

１ 

(１) 

Ａ C1 C2  

正答 14 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C3  

正答 
2 

20 

左記以外の 

誤答・無答 

(３) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 108 22 
左記以外の 

誤答・無答 

(４) 

Ａ C1 C2  

正答  
左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年から下りてきた問題、※：問題の一部を変更して実施した問題】 

 

１ (１)は(小数)÷(整数)，(２)は(小数第２位)+(小数第１位)の計算の理解をみる問題である。(１)(２)とも

に小数点の位置を取り違えて誤答する割合がやや上がった。特に(１)は誤答が３ポイント上がっている。商の

たつ位置を式の意味理解や商を見積もる習慣を確実に定着させ、位を間違えることのないように指導する必要

がある。また、見積もりを基に確かめをする習慣を身に付けることで確実に計算できるようにさせたい。(３)

は（ ）及び加減乗除が混合している計算である。108とする誤答が23％と以前から高い数値である。誤答の要

因は（ ）の後に左から順序通り（本問の場合は加減を先行）計算してしまう

ことと考えられる。 

（ ）→乗除→加減の計算の順序を確実に理解させたい。さらに、乗除と加減

のみの問題でも計算の順序を意識して指導する必要があると考えられる。乗

除はひとまとまりの数であるということを問題場面の理解を通して定着させ

る必要がある。 

(４)は整数部分が１の帯分数から真分数を繰り下げてひく問題である。81％の児童が理解できている。整数

部分が２以上の場合に、整数部分を１繰り下げる方法と全て仮分数にして計算する方法を両者取り扱い、両方

の計算の意味を理解することで計算力の向上につなげたい。 
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問題 
評価基準及び割合（％）Ａ      

           C1     C2     C3 

２ 

(１) 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2  

正答 43 
左記以外の 

誤答・無答 

(３) 

Ａ C1 C2  

正答 
1000 

（１千） 

左記以外の 

誤答・無答 

３ 

Ａ C1 C2  

正答 
１ 

0.1 

左記以外の 

誤答・無答 

 

２ 小数や整数をある数のいくつ分とみることができるかをみる問題である。(１)(２)の小数の問題では正答率

が96％、77％であるのに対し、(３)の大きな数の整数では49％と低くなっている。小数では、小数点の位置を

そろえて比べることと、0.1や0.01を単位とみることが結び付きやすく、相対的な大きさが見えやすいのに対

し、整数では位をそろえたところで、もとにする数１万が1000個なのか10000個なのか把握しづらいことが原

因と考えられる。そこで大きな数の整数では、もとにする数10000をまず書き、言葉の式と十進位取り記数法

の位を基に、10、100、…という規則性に沿って整理して記述させ、考えさせる。 

10000が   10個で     100000 →    10000が 10倍で      100000 

10000が   100個で    1000000  →    10000が 100倍で     1000000 

10000が  1000個で  10000000  →    10000が 1000倍で    10000000 

10000が  10000個で 100000000  →    10000が 10000倍で   100000000 

※1の位をそろえ、個数を強調する。   ※10000をそろえ、倍を強調する。 

10000が１桁ずつ左にずれていくという感覚や、10倍､100倍すると10000の右に０が１個、２個と増えてい

く規則性に気付かせることが大切である。また、10、100、1000、10000という数は標記上紛らわしいことも考

えられる。240等の10倍…を考えさせていくことも有効である。 

 

 

３ 整数÷整数で、小数の位まで割り進む除法の筆算の仕組みが分かるかをみる問題である。「１」「0.1」 

を選んだ誤答が26％と多いことから、位を意識していないと言える。筆算の指導を行う際には、筆算の方法を

書いて機械的に計算順を教えるのではなく、わり算の計算の仕方と関連付けることが大切である。そうするこ

とで、筆算の過程に出てくる数の意味理解を深めることにつながる。また、小数の除法の計算の仕方は、各位

の単位である、0.1、0.01 がいくつ分かを考えて整数化して計算する。その考えが筆算の仕組みと共通してい

るので、今後も関連付けた指導を継続したい。 
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問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           C1     C2      

４ 

(１) 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 ○いのみ ○えのみ 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 ○あのみ ○おのみ 
左記以外の 

誤答・無答 

４ 乗法・除法を判断し選択する問題だが乗除とも完答する児童は十分でないことが分かる。さらに無答・誤答

の割合も(１)で14％、(２)で23％と高く、問題から数量の関係や変化の決まりを読み取ることができない児童

が多い。今はわからない数量を□とし、被乗数と乗数、被除数と除数の関係を図や数直線と結び付けて考えさ

せることで数量の関係や変化の決まりをみつけ出し、適切に立式できるようにさせる必要がある。そのために

も、４年生の時から児童が数直線をかけるようにすることが大事である。本問題であれば、以下のような数直

線をかけるようにさせたい。また、数直線は、「問題→演算決定→立式→解決」という場面だけでなく、解決の

筋道の説明や確かめという場面でも有効であることを理解させたい。 

 

  ア あめが96こあります。１人に12こずつくばると何人に分けられますか。 

              ×□ 

       ０     12      96     （式）12×□＝96 

                                □＝96÷12 

                        

       ０     １       □ 

              ×□ 

  イ 96ｃｍのテープを12本使います。テープは何ｃｍいりますか。 

×12 

       ０     96      □ 

                        （式）96×12＝□ 

 

       ０     １       12 

              ×12 

  オ 子どもが12人います。みんなで96このどんぐりを拾いました。同じ数ずつ分けると、１人何こもらいますか。 

×12 

       ０     □       96  

                        （式）□×12＝96 

                               □＝96÷12 

       ０     １       12 

              ×12 
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12 

８ 

23 

  
 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           C1     C2      

５ 

(１) 

Ａ C1 C2  

完答 
ア→６ イ→７ 

ウ→９ エ→15 

左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ Ｃ  

正答 
左記以外の 

誤答・無答 

６ 

(１) 

Ａ C1 C2  

完答 
ア→ 4.4 イ→ 34 

ウ→ 5.6 

左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2  

完答 
エ→ 12 オ→ 23 

カ→ ８ 

左記以外の 

誤答・無答 

 

 

５ 対応する数量を表に整理することができるか、伴って変わる２量の特徴を見出すことができるかをみる問題

である。(１)(２)共に前回よりそれぞれ５ポイント、３ポイント下がっている。(１)では６,９,12,15 とした

誤答が15％いた。これは、３×（三角形の数）と考え、辺の重なっている部分を二重に数えたものと思われる。

また、一方が増えるともう一方も増える関係にある２量はいつも比例していると誤解している児童が多いこと

も考えられる。そこで親と子の年齢など、あえて比例関係にない２量を取り上げることが効果的であると考え

る。一般に伴って変わる２量の関係を正しく捉えていくためには、 

  ① １つの量が変わるとそれに伴って何が変わるかを捉えること 

② 一方の量が変わるともう一方の量はどのように変わるのかを表に表し、２つの量の依存関係を見付けること 

※ 変わるものと同時に、変わらないものは何かを見付けること。 

③ その依存する関係のきまりを明らかにすること 

④ そのきまりを基に式やグラフで表現すること 

⑤ そのきまりを使って問題を解決すること 

が大切である。このような問題の場合でも、まず、三角形の数とかぞえ棒の数の変化に目を付け、それぞれの

数の変化を表に表し、その表を縦に見たり横に見たりしながらきまりを見付けていくようにしたい。そして、

そのきまりが見付かることで、三角形が８個になっても棒の数を実際にかいて調べなくても分かるというよさ

を実感させたい。 

 

６ 計算のきまりを活用し、工夫して計算することができるかをみる問題である。（１）はたし算での交換法則

の活用、（２）はかけ算での分配法則の活用である。分配法則の方が交換法則よりも理解できていないことが分

かる。計算のきまりを単に機械的に覚えるだけではそのよさが児童には理解しづらい。指導においては、具体

的な事象に照らしたり、計算の工夫と関連付けたりしながらそのよさを実感できるようにすることが大切であ

る。分配法則の指導では、次のような図を提示して理解を深めていき

たい。また、式変形では、共通する数を〇で囲ませたり、（）でくくる

数の組み合せを言わせたりすると効果的である。さらに、日常の指導

で、10や100になる数を作ることで思考の節約になるという計算を工

夫する良さを味わわせる。そして、99＝100－１、25×４＝100といっ

たきりのよい数の組み合わせを意図的に扱い、計算の工夫をするとい

う経験を積ませるようにする。 
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第５学年の結果と考察                     調査人員 54,662人 
 

 
 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           C1     C2     C3 

１ 

(１) 

Ａ C1 C2  

正答 22.8 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2  

正答 0.5 
左記以外の 
誤答・無答 

(３) 

Ａ Ｃ  

正答 
左記以外の 

誤答・無答 

(４) 

Ａ Ｃ  

正答 
左記以外の 

誤答・無答 

２ 

(１) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 3.5÷2.8 
2.8×3.5 
3.5×2.8 

左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2  

正答 
1.3÷0.8 
0.8÷1.3 

左記以外の 
誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年から下りてきた問題、※：問題の一部を変更して実施した問題】 

 

１ 小数×小数、整数÷小数、異分母分数の加法・減法の計算ができるかをみる問題である。小数の乗法・除

法の計算では、乗法・除法の性質や 0.1 を単位として考え小数を整数に直すことで、既習の乗法・除法と同

じ仕組みでできていることを理解させたい。また、0.6×3.8 を 0.6×４と見積もり、計算後に答えが大きく

違っていないかと確かめる習慣が身に付くよう指導することも大切である。異分母分数の加法・減法では、

分母をそろえることの意味や最小公倍数で通分できることを理解させる必要がある。 

 

２ (１)は小数の除法が用いられる場面について正しく立式できるかをみる問題である。前回同様に低いポイントで

あり、正しく立式できないことが分かる。その原因として、数量の関係についての理解が不十分であることが考え

られる。数量の関係を正しく捉えるために、文章題を数直線や表に表し、その数量を導き出せるようにしたい。数

直線や表の表し方が定着していない場合には、単元のはじめなどに指導する必要がある。また、簡単な数値に置き

換えて考えさせることや、計算後、見積もりに戻って妥当性を確かめることも手だてとして有効である。 
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☆ 

☆ 

０ 

□×3．5＝2．8  □＝2．8÷3．5 

（１）の数直線 

１ 

 （Ｌ） 

（㎡） 3．5 

□ 2．8 ０ 

×3．5 

×3．5 

０ 

1．3×0．8＝□  □＝1．3×0．8 

（２）の数直線 

0．8 

 （㎏） 

（ｍ） １ 

□ 1．3 ０ 

×0．8 

×0．8 



第６学年の分数の除法の場合 

 

 
 

 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ     B1     B2 

           C1     C2     C3 

３ 

Ａ B1 B2 Ｃ  

完答 ○あのみ ○えのみ 
左記以外の 

誤答・無答 

４ 

(１) 

Ａ Ｃ  

正答 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2  

正答 (74＋1.2)×26 
左記以外の 

誤答・無答 

 

３ 被除数と除数に同じ数をかけても同じ数で割っても商は変わらないという除法の性質を活用し、問題を解決

できるかをみる問題である。除法の性質を確実に理解させるための手だてとして、その性質が活用できること

を実感させる必要がある。例えば、0.45÷1.5の被除数と除数に10をかけると4.5÷15というように除数が整数

になる。この式の被除数と除数を５で割ると0.9÷３というように除数が１桁になり、0.9÷３と商を簡単に求

めることができる。このように除法の性質を活用して商を簡単に求められることを多く経験させたい。そして、

除法の性質を理解させることで、第６学年の分数の除法において、児童が除法の性質を有効的に活用して分数

の除法の計算方法を自ら創り出すこともできる。 

 

 例）                

               

                      

 

 

 

 

 

    ※A÷B＝（A×C）÷（B×C）を用いて、整数化していく。    

４ 計算のきまりを活用し、効率的に答えを求めることができるかどうかをみる問題である。加法を用いて分配

法則を考えさせ10や100のまとまりを作る計算は定着している。計算のきまりを活用させる指導においては、

「10や100を作ると計算が速くできる。」ということを確実に押さえたい。また、きまりを活用した計算の

工夫については、下学年の整数の場面でも指導している。そこで、系統的に10や100などの数を活用するよ

さを一層意識付けさせたい。なお、その際に、数や式だけで指導するのではなく、買い物の代金を求めるこ
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とやＬ字の花壇の面積を求めることなどの具体的な場面から考えさせ、式や図を関連付けるようにする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ      B     C1 

           C2     C3     C4 

５ 

(１) 

Ａ C1 Ｃ2  

正答 ４,８,12,… 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ Ｂ Ｃ  

完答 ○あのみ 
左記以外の 

誤答・無答 

 
 

 

５ 表を活用し、伴って変わる２量の関係を把握することができるかをみる問題である。(１)について、ひし形

の辺の数に惑わされてしまったものと考えられる「４,8,12…」の誤答が15％と前回よりも３ポイント増えてい

る。 (２)の正答率は依然として低いままであり、○あのみを選んだ誤答と合わせても62％である。両問から、

変わり方を表にまとめることができても、きまりを読み取ることができなかった児童がいることが分かる。表

を横に見たり縦に見たりすることで、数の変化や２量の対応のきまりを児童自ら見出すことができるよう丁寧

に指導していきたい。 
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ひし形の数 （個） １ ２ ３ ４ ５ 

マッチ棒の数（本） ４ ７ 10 13 16 

 

縦 

（横）一方が１ずつ増えると、もう一方は 

 ３ずつ増えているね。 

（横）一方が２倍、３倍･･･になるともう一方も 

同じように変わっているかな？ 
（縦）きまりはないかな？ 

横 



 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ      B     C1 

           C2     C3     C4 

６ 

Ａ C1 C2 C3 C4  

正答 200÷120 120÷80 
120÷30 

120÷50 

左記以外の 

誤答・無答 

正答 200÷120 120÷80 80÷120 
左記以外の 

誤答・無答 

 

【年度の横の記号は、☆：上学年から下りてきた問題、※：問題の一部を変更して実施した問題】 

 

６ 数量関係を把握し、割合を求める式を立てることができるかをみる問題である。数量関係を把握しやすいよ

うに３種類の畑を２種類に変更（下記問題参照）したが、正答率は38％であった。前年度から７ポイントの下

落である。誤答をみると、割合にあたる大きさをその他の大きさで割った児童（120÷80）が17％、その他の

大きさを割合にあたる大きさで割った児童（80÷120）が８％と前回より大幅に増えている。問題文にある２

つの数量（80と120）から、割合を求める式が割り算であることから、直感的に除法の式を立てたものと思われ

る。このように、60％以上の児童がもとにする量が把握できていないことが分かる。 

 

【前回の問題】 トウモロコシ畑の面積は畑全体の面積のどれだけの割合かをもとめる式を書

きましょう。 

図） 

 

     

 

 

問題場面からどの数量がもとにする量なのか的確に読み取れるよう、指導を丁寧に行う必要がある。例えば、

「問題文の中で、もとになる量はどれですか。」と問い、考えさせる。そして、もとにする量に対応する言葉

や文章（例えば、「○○の何倍」という言葉がある場合、○○の部分がもとにする量になるなど）を着実に押

さえ理解させる。その上で、数量関係を的確につかませるために数直線や表を活用させたい。そして、その数

直線や表をもとにして立式ができるように指導することが大切である。 

例） 問題：２Lは４Lの何倍ですか。 
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トウモロコシ畑 

120㎡ 
 

 

 

キュウリ畑 

50㎡ 
 

 

 

トマト畑 

30㎡ 
 

「４Lの何倍ですか」を言い換えると、「４Lを基に す

るとその何倍ですか」となります。だから、４Lが もと

にする量になるよ。 

※ 

https://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e5%85%88%e7%94%9f+%e7%84%a1%e6%96%99&id=5A2A466FC1924223044CC89F62D6AADCD7B0ABE5&FORM=IQFRBA


第６学年の結果と考察                        調査人数 68,695人 

 

 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ      B      

           C1     C2     C3 

１ 

(１) 

Ａ Ｂ Ｃ  

正答  
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2  

正答  
左記以外の 
誤答・無答 

２ 

(１) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 
  左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 
  左記以外の 

誤答・無答 

 

１ (1)と(2)は異分母分数の乗法・除法の計算ができるかをみる 

問題である。除法の正答率は77％と前回よりも数値が下回った 

結果であった。除法の仕方では、除法を逆数にして計算せず、 

そのまま乗法で計算していると思われる答えが12％と、前回よ 

りも3ポイント増えている。計算の指導にあたっては、手順を 

習熟させるだけではなく、数直線や面積図等の図を活用し、計 

算の構造を児童がしっかりと捉えられるようにしていきたい。 

 

２ 分数の乗法・除法が用いられる場面について正しく立式することができるかをみる問題である。(1)は等分 

除、(2)は乗法の場面である。除法についての正答率は長い間同じ傾向が続いており、場面から正しく立式する

ことができる力の育成が大切である。そのためには、数直線を用いて数量の関係を正しく捉えさせることが効

果的である。様々な場面で児童が数直線をかけるように、教師も指導していくことが大切である。数直線がう

まくかけない児童には、分数を簡単な整数や小数に置き換えて場面を指導したり、「一つ分の量×いくつ分=全

体の量」という言葉の式にあてはめて数量の関係を捉えさせたりする方法も考えられる。また、立式する前に

商を見積もり、見積もりに戻って答えの妥当性を確かめることも間違いを防ぐ手だてとして有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）の数直線 

 ０         ４  3／4倍 □ 

                    （kg） 

                    （ｍ） 

 ０        3／4 3／4倍 １ 

3／4mは１mの3／4倍だから、□kgの3／4倍が４kg。

□×3／4＝４だから４÷3／4で□を求められる。 

（２）の数直線 

 ０        □  3／4倍 ４ 

                   （kg） 

                   （ｍ） 

 ０       3／4 3／4倍 １ 

3／4mは１mの3／4倍だから、４kgの3／4倍が

□kg。４×3／4＝□で□を求められる。 
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問題 
評価基準及び割合（％）Ａ      B      

           C1     C2     C3 

３ 

(１) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 ○い ○え 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 ○あ ○う 
左記以外の 

誤答・無答 

 

 

 

３ 乗数や除数の大きさから積や商の大小を見積もることができるかをみる問題である。正答率は60％、55％で

あった。半数に近い児童が正しく見積もることができない実態である。27％の児童の中に分数のわり算につい

ての理解が不十分であることが分かる。整数のわり算では、商は必ず被除数よりも小さい値であった。しかし、

小数や分数では、被除数よりも大きくなってしまうことがあることを理解していかなくてはならない。そのた

めに、数量の関係を数直線上に表し、乗数や除数が1より大きい場合や小さい場合について視覚的に理解でき

るように指導を工夫していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

60

62

62

13

13

12

18

17

18

9

8

8

平成2 6年度

平成2 4年度

平成2 2年度

55

57

56

27

26

26

5

5

5

13

12

13

平成2 6年度

平成2 4年度

平成2 2年度

□ × 1／3の数直線 x = 積とする 

           1／3倍 

 ０      ｘ          □ 

                    

                    

 ０     1／3         １ 

1／3倍 

積ｘは、□よりも小さくなる。 

□ ÷ 1／3の数直線 x = 商とする 

           1／3倍 

 ０      □          ｘ 

                    

                    

 ０     1／3         １ 

1／3倍 

商ｘは、□よりも大きくなる。 



 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ      B     C1 

           C2     C3     C4 

４ 

Ａ Ｂ C1 Ｃ2  

完答 ○いのみ 

○うのみ 

○えを 

含む誤答 

左記以外の 

誤答・無答 

５ 

Ａ B C1 

 完答 
○いのみ 

○えのみ 

○あを 

含む誤答 

C2 C3 C4 

○おを 

含む誤答 

○あ,○お 

両方を含む 

左記以外の 

誤答・無答 

６ 

(１) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 ○あ ○い 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 ○あ ○い 
左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年から下りてきた問題、※：問題の一部を変更して実施した問題】 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70

71

71

7

8

8

14 9

21

21

平成2 6年度

平成2 4年度

平成2 2年度

46

44

47

2

3

6

10

10

26

23

7 9

20

47

平成2 6年度

平成2 4年度

平成2 2年度

87

87

86

3 7 3

13

14

平成2 6年度

平成2 4年度

平成2 2年度

88

87

86

2 7 3

13

14

平成2 6年度

平成2 4年度

平成2 2年度

☆ 

☆ 

☆ 



４ 様々な数値の比から、等しい比を見付けることができるかをみる問題である。比が等しいかどうかは、比の

値を求めて同じ割合かを調べる方法がある。例えば、今回サラダ油とすの量の比は３：２であるため、比の値

は３÷２＝３／２である。そのため、○えは「90÷40＝９／４のため、比の値が違う」といったように、対象と

なっているものを分数に表して約分させることが間違いを少なくする。また、A：BのAとBに同じ数をかけた

り、同じ数で割ったりしても等しい比ができるなどの比の性質を理解させることも必要である。 

 

 

５ 比例の関係を捉えることができるかをみる問題である。○おを選んだ児童が、○あ、○おの両方を含むを合わ

せて 33％もいた。解答である○いは、水の量と深さの関係であり、比例関係がイメージしやすい。比例の学習

の導入場面でも出てくることや、二量のみを考えれば、関係性をつかみやすい事が理由として考えられる。し

かし、正答の○えや誤答の○おはイメージがつかみにくい。この２つの選択肢は、二量の関係だけではなく、「○

○が同じ」といった、条件付きの二量の変化を読み解く必要が出てくる。さらに、「底辺が同じ」の場合は、比

例関係であり、「面積が同じ」の場合は、比例関係ではない。（下図参照）つまり、一定にする場所によって比

例関係かそうでないかが決まり、児童を混乱させてしまう。実際に数値を入れ、表などに表し比例関係を明ら

かにさせる方法や、下図のような絵や図に表し、２倍、３倍に増えると図形がどのように変化するのかを確か

める方法が有効である。 

 

○底辺が同じ三角形の高さと面積・・・比例 

 ※底辺を4㎝とする。 

高さ（㎝） 
2 4 6 8 10 

面積（㎠） 
4 8 12 16 20 

  

 

○面積が同じ四角形の縦と横・・・比例ではない（反比例） 

 ※面積を24㎠とする。 

縦（㎝） 
12 8 6 4 3 2 

横（㎝） 
2 3 4 6 8 12 

 

 

 

６ 文字を使って数量の大きさを表すことができるかをみる問題である。(１)の正答率は87％、(２)の正答率は

88％とおおむねよくできていた。児童の中には、□がхのような文字に変わっただけで困難なイメージをもっ

てしまう児童もいる。文字式から文章問題を作らせたり、文字式を活用する場面を多く取り入れたりする指導

を丁寧にすることで、文字式を読むことに慣れさせたい。 

 

  

   

     

     


